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関
西
財
界
な
ど
の
第
一
線
で

活
躍
の
校
友
を
招
い
て
講
演
い

た
だ
き
、
懇
談
を
す
る
「
学
問

活
用
の
杜も

り

」
が
昨
年
ス
タ
ー
ト

し
、年
3
回
の
ペ
ー
ス
で
開
催
。

こ
の
5
月
開
催
で
5
回
を
数

え
、
毎
回
、
人
気
を
博
し
て
い

る
。
校
友
会
大
阪
府
支
部
と
大

阪
早
稲
田
倶
楽
部
の
共
催
。

学
問
活
用
と
は
耳
慣
れ
な
い

言
葉
だ
が
、
そ
も
そ
も
、
大
正

2
年
（
１
９
１
３
年
）、
早
稲

田
大
学
創
立
30
周
年
の
記
念
祝

典
で
大
隈
重
信
総
長
（
当
時
）

が
宣
言
し
た
も
の
。
大
学
の
基

本
理
念
を
示
す
教
旨
と
し
て
、

「
早
稲
田
大
学
は
学
問
の
独
立

を
全
う
し　

学
問
の
活
用
を
効

し　

模
範
国
民
を
造
就
す
る
を

以
て
建
学
の
本
旨
と
為
す
」
と

述
べ
た
。
学
の
独
立
は
校
歌
に

も
盛
り
込
ま
れ
、
広
く
知
ら
れ

て
い
る
が
、
学
問
の
活
用
の
認

知
度
は
高
く
な
い
。

そ
こ
で
、
新
企
画
を
始
め
る

に
あ
た
り
、
ま
さ
に
教
旨
に
ふ

さ
わ
し
い
会
と
し
て
「
学
問
活

用
の
杜
」
と
掲
げ
た
。
通
称
・

学が
っ

活か
つ

の
杜
。
就
活
、
婚
活
と
活

ば
や
り
だ
が
、
学
活
は
学
を
極

め
る
正
当
派
の
企
画
だ
。
広
く

校
友
に
参
加
い
た
だ
き
た
い
。

こ
れ
ま
で
の
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ

は
①
「
中
谷
酒
造
の
中
国
製
造

拠
点
に
お
け
る
現
地
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
」　

２
０
１
５
年
2
月
16

日（
株
）
中
谷
酒
造　

代
表
取

締
役
社
長　

中
谷
正
人
氏
（
昭

和
58
年
法
）

中
国
で
日
本
酒
の
製
造
販
売

を
成
功
さ
せ
た
開
拓
精
神
た
く

ま
し
い
熱
い
講
演
だ
っ
た
。

②
「
１
０
０
年
の
歴
史
か
ら

―
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
ビ
ジ
ネ
ス
モ

デ
ル
と
グ
ロ
ー
バ
ル
展
開
に
よ

る
成
長
へ
」　

２
０
１
５
年
6

月
15
日　

住
江
織
物
（
株
）
代
表
取
締

役
社
長　

吉
川
一
三
氏
（
昭
和

45
年
商
）

環
境
配
慮
の
製
品
開
発
や
海

外
進
出
ほ
か
積
極
経
営
で
業
界

を
リ
ー
ド
す
る
秘
訣
を
聞
い
た
。

③
「
民
法
改
正
」　

２
０
１

５
年
9
月
14
日　

弁
護
士
伊
丹
香
寿
美
氏
（
平

成
16
年
法
）、小
仲
真
介
氏
（
平

成
22
年
大
学
院
法
務
研
究
科
）　

制
定
以
来
１
２
０
年
ぶ
り
の

大
幅
改
正
の
民
法
は
ど
う
変
わ

る
の
か
。わ
か
り
や
す
く
解
説
。

④
「
ダ
イ
ビ
ル
１
０
０
年
に

向
け
て
」　

２
０
１
６
年
2
月

15
日（株

）
ダ
イ
ビ
ル　

代
表
取

締
役
社
長
（
当
時
）
山
本
竹
彦

氏
（
昭
和
50
年
政
経
）

盤
石
経
営
の
も
と
大
阪
に
も

っ
と
活
気
を
と
力
こ
ぶ
を
入
れ

る
思
い
を
聞
い
た
。

⑤
「
21
世
紀
の
阪
神
高
速
道

路
」　

２
０
１
６
年
5
月
20
日

阪
神
高
速
道
路
（
株
）
代
表

取
締
役
社
長
（
当
時
）
山
澤
倶

和
氏
（
昭
和
46
年
法
）

関
西
の
動
脈
と
も
言
え
る
高

速
道
路
網
の
近
未
来
像
と
大
阪

の
発
展
に
つ
い
て
語
っ
て
も
ら

っ
た
。

会
場
は
梅
田
の
阪
急
グ
ラ
ン

ド
ビ
ル
19
階
の
関
西
文
化
サ
ロ

ン
。
19
時
開
始
で
、定
員
50
人
。

会
費
千
円
（
大
阪
早
稲
田
倶
楽

部
の
会
員
は
五
百
円
）。
講
演

後
の
懇
親
会
費
（
自
由
参
加
）

三
千
円
。

講演するダイビルの山本竹彦さん

多彩でタイムリーなテーマで学問活用

講演後の懇親会では杯を傾け、歓談
（中央は中谷正人さん）

学
問
の
活
用
を

　
　

 

本
旨
と
為
す

学
問
の
活
用
を

　
　

 

本
旨
と
為
す

第
一
線
の
経
済
人
を
招
き
、講
演
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キ
ャ
デ
ィ
バ
ッ
グ
は
ブ
ー
ビ
ー

賞
、
人
気
の
グ
リ
コ
製
品
の
詰

め
合
わ
せ
セ
ッ
ト
は
13
位
か
ら

53
位
ま
で
の
３
の
位
で
と
、
下

位
で
も
素
敵
な
賞
品
が
用
意
さ

れ
、
喜
ば
れ
た
。

法
律
や
裁
判
の
仕
組
み
な
ど

を
実
地
に
学
ぶ
「
早
稲
田
ジ
ュ

ニ
ア
ロ
ー
ス
ク
ー
ル
」
が
７
月

29
日
、
大
阪
市
北
区
西
天
満
の

エ
ー
ト
ス
法
律
事
務
所
分
室
・

エ
ー
ト
ス
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で
開

催
さ
れ
た
。
校
友
会
大
阪
府
支

部
の
主
催
で
、
小
中
学
生
12
人

と
保
護
者
ら
が
参
加
し
た
。

法
律
を
身
近
に
知
り
、
弁
護

士
や
裁
判
官
、
検
察
官
の
役
割

に
つ
い
て
理
解
を
深
め
て
も
ら

お
う
と
企
画
。
読
売
新
聞
に
掲

載
の
募
集
記
事
や
校
友
会
大
阪

府
支
部
、
大
阪
早
稲
田
倶
楽
部

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
案
内
な
ど
を

通
し
て
応
募
が
あ
っ
た
。
稲
門

の
弁
護
士
6
人
が
講
師
を
務

め
、
校
友
会
支
部
幹
事
ら
が
サ

ポ
ー
ト
し
た
。

開
講
に
あ
た
り
、
小
原
正
敏

弁
護
士
（
昭
和
51
年
法
）
が
刑

事
裁
判
と
民
事
裁
判
の
違
い
、

警
察
官
と
検
察
官
の
役
割
、
裁

判
の
法
廷
の
仕
組
み
な
ど
に
つ

い
て
わ
か
り
や
す
く
解
説
。
続

い
て
徒
歩
５
分
ほ
ど
先
に
あ
る

大
阪
地
方
裁
判
所
へ
法
廷
傍
聴

に
向
か
っ
た
。

保
護
者
を
含
め
、
20
数
人
が

２
班
に
分
か
れ
、
刑
事
事
件
の

法
廷
を
傍
聴
し
た
。
１
班
は
、

無
免
許
で
人
を
は
ね
て
死
な
せ

た
少
年
の
危
険
運
転
致
死
事

件
。
裁
判
員
裁
判
で
も
あ
り
、

参
加
者
は
張
り
詰
め
た
法
廷
で

の
や
り
取
り
に
傍
聴
席
か
ら
目

を
凝
ら
し
た
。
も
う
１
班
は
、

住
宅
に
忍
び
込
ん
で
現
金
を
盗

ん
だ
窃
盗
事
件
の
判
決
や
盗
品

を
買
っ
た
と
さ
れ
る
故
物
営
業

法
違
反
事
件
の
証
拠
調
べ
な

ど
。
判
決
を
言
い
渡
さ
れ
る
瞬

間
を
生
で
見
聞
き
し
た
り
、
証

拠
調
べ
で
弁
護
人
か
ら
「
異
議

あ
り
」
と
の
発
言
が
出
る
な
ど

緊
迫
し
た
法
廷
に
参
加
者
も
驚

い
た
様
子
だ
っ
た
。

事
務
所
に
戻
り
、
大
砂
裕
幸

（
昭
和
56
年
法
）、
伊
丹
香
寿
美

（
平
成
16
年
法
）
両
弁
護
士
ら

を
囲
ん
で
懇
談
。
先
の
法
廷
で

の
や
り
取
り
の
意
味
や
未
決
拘

留
日
数
な
ど
専
門
用
語
の
解
説

を
聞
い
た
。
弁
護
士
や
裁
判
官

の
日
々
の
仕
事
、
弁
護
士
を
目

指
し
た
動
機
な
ど
に
つ
い
て
も

一
緒
に
昼
食
を
取
り
な
が
ら
話

を
聞
い
た
。

参
加
の
子
供
た
ち
か
ら
は

「
法
律
っ
て
難
し
い
も
の
と
思

っ
て
い
た
け
ど
、
わ
か
り
や
す

く
て
面
白
い
も
の
で
し
た
」

「
50
分
間
ほ
ど
傍
聴
し
て
い
ま

し
た
が
、
そ
ん
な
に
時
間
が
経

っ
て
い
る
と
は
全
然
思
い
ま
せ

ん
で
し
た
」「
一
生
懸
命
勉
強

し
て
僕
も
弁
護
士
に
な
り
ま

す
」
な
ど
の
声
が
聞
か
れ
た
。

ジ
ュ
ニ
ア
ロ
ー
ス
ク
ー
ル

ジ
ュ
ニ
ア
ロ
ー
ス
ク
ー
ル

開
催

を

校
友
会
大
阪
府
支
部
と
大
阪

早
稲
田
倶
楽
部
共
催
の
新
年
会

を
来
年
（
平
成
29
年
）
１
月
21

日
（
土
）
午
後
１
時
よ
り
、
シ

ェ
ラ
ト
ン
都
ホ
テ
ル
大
阪
（
近

鉄
上
本
町
駅
、
地
下
鉄
谷
町
９

丁
目
駅
下
車
）で
開
催
し
ま
す
。

早
稲
田
摂
陵
高
校
ウ
ィ
ン
ド
バ

ン
ド
Ｏ
Ｇ
「
み
つ
ば
ち
会
」
に

よ
る
吹
奏
楽
の
ス
テ
ー
ジ
も
あ

り
ま
す
。
み
な
さ
ま
ぜ
ひ
ご
参

加
く
だ
さ
い
。
会
費
８
千
円

（
40
歳
未
満
は
半
額
）。
申
し
込

み
は
、
校
友
会
大
阪
府
支
部
事

務
局
（
06
―

６
３
７
７
―

２
０

０
１
）
へ
。

新
年
会
の

ご
案
内
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日　時  平成 28 年 11 月２日（水）
　　　  16：10 ～
会　場  リーガロイヤルホテル
　　　  （大阪市北区中之島）

※懇親会会費 8,000 円（40 歳未満 4,000 円）　
　講演会、総会の参加は無料

〒530－8310 大阪市北区芝田 1－1－35
　 大阪新阪急ホテル３階
 TEL 06（6377）2001
 FAX 06（6377）2003

校友会大阪府支部総会

第１部 地域フォーラム講演会
　　　　　　　　　　　　　16：10 ～ 18：10
 鎌田 薫 総長
 　「早稲田大学のめざすもの」
 藪野 健 栄誉フェロー・名誉教授
 　「記憶の都市を描く」 

第２部 校友会大阪府支部総会 
　　　　　　　　　　　　　18：15 ～ 19：00

第３部 懇親会　　　　　　19：10 ～ 20：30

早稲田大学校友会大阪府支部発 行

順位 氏　名 OUT IN グロス ハンディ ネット

1 　平岡　史生 44 43 87 16.8 70.2 
2 　池部　　亨 42 43 85 14.4 70.6 
3 ※吉田　善美 48 46 94 22.8 71.2 
4 ※南　　美樹 45 52 97 25.2 71.8 
5 ※上野　廣三 38 41 79 7.2 71.8 
6 ※大村　貴信 41 42 83 10.8 72.2 
7 　柏木　行道 46 48 94 21.6 72.4 
8 　横山　利治　 42 44 86 13.2 72.8 
9 　稲部　勝博 42 37 79 6.0 73.0 
10 ※田村　美和 48 47 95 21.6 73.4 
11 　金本　基弘 42 40 82 8.4 73.6 
12 　滋野　雅之 46 47 93 19.2 73.8 
13 　藤井　康博 44 47 91 16.8 74.2 
14 　関　　邦彦 49 51 100 25.2 74.8 
15 　宗野　正吾 49 51 100 25.2 74.8 
16 ※太田　亮士 51 49 100 25.2 74.8 
17 ※竹谷　佳朗 40 42 82 7.2 74.8 
18 　廣内　　謙 41 46 87 12.0 75.0 
19 　尹　　聖仁 43 48 91 15.6 75.4 
20 　中尾　拓司 43 47 90 14.4 75.6 

第
７
回
校
友
会
大
阪
府
支
部

ゴ
ル
フ
大
会
が
９
月
10
日
、
よ

み
う
り
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ

（
西
宮
市
）
で
開
催
さ
れ
た
。

大
阪
早
稲
田
倶
楽
部
を
中
心
と

し
た
校
友
だ
け
で
な
く
京
都
府

支
部
や
関
西
不
動
産
稲
門
会
、

キ
ャ
デ
ィ
バ
ッ
グ
は
ブ
ー
ビ
ー

賞
、
人
気
の
グ
リ
コ
製
品
の
詰

さ
ら
に
同
志
社
大
、
慶
応
大
の

Ｏ
Ｂ
の
方
々
、
校
友
の
ご
友
人

ら
の
参
加
も
得
て
15
組
57
人
が

ダ
ブ
ル
ぺ
リ
ア
方
式
で
競
っ

た
。優
勝
は
平
岡
史
生
さ
ん（
昭

和
59
年
教
育
）
で
、初
の
栄
冠
。

初
秋
の
晴
れ
上
が
っ
た
空
の

め
合
わ
せ
セ
ッ
ト
は
13
位
か
ら

53
位
ま
で
の
３
の
位
で
と
、
下

も
と
、
絶
好
の
ゴ
ル
フ
日
和
と

な
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
組
で
、
和

気
藹
々
と
楽
し
く
プ
レ
ー
さ
れ

た
。優

勝
の
平
岡
さ
ん
は
百
円
シ

ョ
ッ
プ
「
ワ
ッ
ツ
」「
ミ
ー
ツ
」

「
シ
ル
ク
」
を
全
国
で
千
店
舗

以
上
展
開
す
る
株
式
会
社
ワ
ッ

ツ
の
社
長
。
こ
の
日
は
グ
ロ
ス

87
、
ネ
ッ
ト
70
・
2
の
ス
コ
ア
。

竹
田
雅
幸
・
校
友
会
大
阪
府
支

部
副
支
部
長
か
ら
優
勝
カ
ッ
プ

を
贈
ら
れ
、「
優
勝
で
き
て
嬉

し
さ
い
っ
ぱ
い
で
す
。
良
き
メ

ン
バ
ー
と
一
緒
に
回
ら
せ
て
も

ら
っ
て
ほ
ん
と
に
良
か
っ
た
。

こ
れ
か
ら
も
早
稲
田
の
ゴ
ル
フ

に
ど
し
ど
し
顔
を
出
し
ま
す
」

と
笑
顔
だ
っ
た
。

大
会
に
は
校
友
を
中
心
と
し

た
企
業
の
み
な
さ
ま
か
ら
協
賛

品
を
多
数
い
た
だ
き
、賞
品
に
。

ホ
テ
ル
の
ペ
ア
宿
泊
券
や
食
事

券
、
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
、
百
貨

店
商
品
券
、
玄
関
マ
ッ
ト
、
女

子
プ
ロ
の
サ
イ
ン
入
り
帽
子
、

ビ
ー
ル
、
日
本
酒
、
洋
菓
子
、

カ
レ
ー
、
ア
ン
パ
ン
マ
ン
グ
ッ

ズ
、
ゴ
ル
フ
ボ
ー
ル
な
ど
の
ほ

か
、
同
志
社
大
商
学
部
樹
徳
会

様
か
ら
は
松
茸
の
ご
提
供
を
受

け
る
な
ど
、
今
年
も
豪
華
賞
品

が
ず
ら
り
。
全
員
に
賞
品
が
あ

り
、
松
茸
は
中
ほ
ど
の
30
位
、

位
で
も
素
敵
な
賞
品
が
用
意
さ

れ
、
喜
ば
れ
た
。

第7回校友会ゴルフ成績
※はゲスト参加の方

平
岡
さ
ん 

初
優
勝

平
岡
さ
ん 

初
優
勝

校
友
会
ゴ
ル
フ
大
会

校
友
会
ゴ
ル
フ
大
会

竹
田
副
支
部
長（
左
）よ
り
優
勝
カ
ッ
プ
を
贈
ら
れ
る
平
岡
さ
ん
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大
阪
で
早
稲
田
大
学
を
体
験

す
る
「
Ｗ
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ｄ
Ａ
オ
ー
プ

ン
キ
ャ
ン
パ
ス
in
大
阪
」
が
７

月
23
日
、
大
阪
市
北
区
の
梅
田

セ
ン
タ
ー
ビ
ル
地
階
の
ク
リ
ス

タ
ル
ホ
ー
ル
で
開
か
れ
た
。
毎

年
、夏
休
み
に
開
催
し
て
お
り
、

今
年
は
約
千
人
の
受
験
生
や
父

母
ら
が
参
加
し
た
。

大
学
の
模
擬
授
業
や
奨
学
金

制
度
や
学
生
寮
の
紹
介
、
現
役

学
生
と
の
懇
談
会
、
そ
し
て
応

援
部
に
よ
る
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー

シ
ョ
ン
と
盛
り
だ
く
さ
ん
な
内

容
。
英
語
に
よ
る
授
業
や
「
東

ア
ジ
ア
の
サ
ブ
カ
ル
チ
ャ
ー
と

若
者
の
心
―
―
マ
ン
ガ
・
ア

ニ
メ
、ラ
ノ
ベ
、コ
ス
プ
レ
、そ

し
て
村
上
春
樹
」
と
題
し
て
の

文
学
部
教
授
の
講
義
な
ど
に
受

験
生
ら
は
目
を
輝
か
せ
て
い
た
。

大
阪
市
内
の
私
立
高
3
年
の

女
生
徒
は
「
早
稲
田
へ
の
憧
れ

が
い
っ
そ
う
強
く
な
り
ま
し

た
。
ぜ
ひ
入
学
し
た
い
」
と
話

し
て
い
た
。

校
友
会
大
阪
府
支
部
と
大
阪

早
稲
田
倶
楽
部
共
催
の
新
年
会

が
1
月
16
日
（
土
）、
大
阪
・

上
本
町
の
シ
ェ
ラ
ト
ン
都
ホ
テ

ル
大
阪
で
開
か
れ
、
１
２
５
人

が
参
加
し
ま
し
た
。

特
別
ス
テ
ー
ジ
は
新
年
を
寿

ぐ
フ
ラ
ダ
ン
ス
シ
ョ
ー
。
白
原

早
織
さ
ん
（
平
成
11
年
人
間
科

学
）
の
お
母
様
が
主
宰
さ
れ
て

い
る
教
室
の
ス
テ
ー
ジ
で
、
白

原
さ
ん
親
子
と
生
徒
さ
ん
ら
11

人
に
よ
る
華
や
か
な
シ
ョ
ー
で

す
。稲
田
増
光
さ
ん（
昭
和
47
年

政
経
）
に
よ
る
軽
妙
な
司
会
進

行
で
、
途
中
か
ら
校
友
も
ス
テ

ー
ジ
に
上
が
っ
て
一
緒
に
ダ
ン

ス
を
楽
し
み
ま
し
た
。
即
興
と

は
思
え
ぬ
オ
ジ
サ
マ
の“

艶

め
か
し
い
＂
腰
や
手
の
動
き
に

会
場
は
大
い
に
沸
き
ま
し
た
。

会
で
は
、
冒
頭
、
倶
楽
部
会

長
で
校
友
会
支
部
長
の
吉
川
一

三
さ
ん
（
昭
和
45
年
商
）
が
挨

拶
に
立
ち
、
近
年
、
新
年
会
の

参
加
者
が
増
え
、
特
に
若
手
の

み
な
さ
ん
が
多
く
な
っ
た
こ
と

に
ふ
れ
、「
若
い
人
に
こ
れ
か

ら
も
ど
し
ど
し
参
加
い
た
だ

き
、講
演
会
な
ど
で
勉
強
も
し
、

イ
ベ
ン
ト
な
ど
で
楽
し
み
、
校

友
会
と
倶
楽
部
と
が
い
っ
そ
う

盛
り
上
が
り
ま
す
よ
う
に
」
と

述
べ
ま
し
た
。
続
い
て
、
校
友

会
副
支
部
長
の
高
松
啓
二
・
近

鉄
百
貨
店
社
長
（
昭
和
48
年
政

経
）
の
音
頭
で
高
ら
か
に
乾
杯

し
ま
し
た
。

ま
た
、
ワ
セ
ジ
ョ
の
面
々
も

ス
テ
ー
ジ
に
勢
ぞ
ろ
い
。
晴
れ

着
や
華
や
か
な
装
い
の
美
し
い

女
性
陣
に
ス
テ
ー
ジ
前
は
カ
メ

ラ
の
放
列
と
な
り
ま
し
た
。

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

大
阪

in

早稲田
WASEDA

人気を集めた応援団とチアガールのエール

楽
し
く
華
や
か
に

新
年
会

大阪 早稲田リレーマラソン（仮称）を初開催
来年２月４日 吹田・万博公園 瀬古利彦さんも参加

　来年（2017年）２月４日（土）、吹田市にある万博公園の外周道路で「第
１回大阪　早稲田リレーマラソン」（仮称）が開催されます。主催は、ＮＰＯ
法人「ワセダクラブ」関西支部と報知新聞社で、校友会大阪府支部と大阪早
稲田倶楽部、早稲田摂陵中高校などが後援します。瀬古利彦さんの参加も決
まっています。
　一般・学生（40キロ）、シニア（20キロ）、キッズ・
ファミリー（10キロ）の部門があり、１チーム５
人～ 10 人での参加となっています。300 チーム
の参加を見込んでいます。
　東京では、「早稲田駅伝」として夢の島競技場
でこれまでに５回開催され、今年 12 月３日（土）
に第６回大会が開催されます。


